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　１１月２１日（木）、銀座ブロッサムにおいて、小学校連
合音楽会が開催されました。宇佐美学園を含めた区
立全小学校が、午前と午後にかけて、素晴らしい合唱
や合奏を披露しました。「一生懸命やることが楽しいこ
と」、講師の富澤裕先生のご講評のとおり、ステージに
立った児童一人ひとりの心に残る、大切な思い出になり
ました。

小学校連合音楽会
　１２月２日（月）、銀座ブロッサムに、区立中学校の２年
生全員が集い、練習を積み重ねた合唱を披露しまし
た。生徒たちは、各校の個性に満ちた音楽表現に聴き
入りながら、会場全体で感動をかみしめていました。発
表後に行われた代表生徒への合唱教室では、講師の
金澤智恵子先生からのきめ細やかな指導を通して、あ
らためて合唱の奥深さを学ぶことができました。

中学校連合音楽会
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「プレディ」でサポーターを募集しています！
　プレディは、放課後や土曜日などに小学校施設内で児
童が安全に安心して過ごせる「子どもの居場所」です。
運営にあたっては「地域ぐるみで健全育成、地域の子ど
もは地域で育てよう！」という趣旨のもと、保護者や地域の
方などにサポーターとしてご協力をいただいています。

かなざわ ち え こ

とみ ざわゆたか

問合せ先 庶務課学校施設係 ☎（３５４６）５６９０

プレディ明石（明石小学校内）
プレディ京築（京橋築地小学校内）
プレディ日本橋（日本橋小学校内）
プレディ有馬（有馬小学校内）
プレディ久松（久松小学校内）
プレディ佃島（佃島小学校内）
プレディ月一（月島第一小学校内）
プレディ月二（月島第二小学校内）
プレディ月三（月島第三小学校内）
プレディ豊海（豊海小学校内）
放課後子ども広場中央（中央小学校内）

３５４４－２８６０
３５４５－２８４３

平成26年4月開設予定
３６６６－３９６０
３６６３－７０４５
３５３６－７０４１
３５３１－４７４６
３５３１－１０４５
３５３１－７２５１
３５３４－１３００
３５５１－０５２２

プレディ設置校
プレディ名 電話番号

　お子さんがプレディに参加するだけでなく、保護者の方
もサポーターとしてプレディに参加してみませんか。ご家庭
では見たことのないお子さんの違った顔を発見できるかも
しれません。また、子どもたちと接することで地域に顔なじ
みがたくさんできます。「地域ぐるみで育てよう！」に賛同し
てくださる方、是非サポーター登録をお待ちしています！

　子どもたちといっしょに遊んだり、おしゃべりし
ながら子どもたちを見守るボランティアです。事
前に登録申込みをしていただきます。特別な資
格は必要ありません。
　平日は午後２時から６時まで、土曜日は午前
９時から午後６時までの間で、ご都合の良い時
間に２時間程度の活動をお願いしています。

保護者の方も是非サポーター登録を！

「サポーター」ってなぁに？

※放課後子ども広場とは、プレディに準じた方法で実施する子どもの居場所です。
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記
念
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

元
気
の
よ
い
園
児
が
大
き
な
声
で
合
唱
を

披
露
し
た
後
、合
唱
団
に
よ
る
洗
練
さ
れ

た
合
唱
曲
が
３
曲
、

情
感
豊
か
に
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
に
よ

る
演
技
で
は
、軽

快
な
音
楽
に
合
わ

せ
、様
々
な
技
が
テ

ン
ポ
よ
く
繰
り
広

げ
ら
れ
、大
き
な

拍
手
が
湧
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
教
室

で
行
わ
れ
た
地
域

の
方
々
に
よ
る
公

開
授
業
は
、い
ず
れ

も
子
ど
も
た
ち
の

興
味
関
心
を
か
き

立
て
る
も
の
で
し

た
。

　

児
童
に
よ
る
た
お
や
か
な
邦
楽
演
奏
で
、

厳
か
な
記
念
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。学

制
発
布「
一
番
校
」阪
本
小
学
校
の
周
年
を

祝
い
、下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
が
ご
列

席
く
だ
さ
り
、子
ど
も
た
ち
に
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
に
行
わ
れ
た
、児
童
に
よ
る

邦
楽
合
唱
奏「
和
の
国　

讃
え
て
」の
演
奏

は
、日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、そ
の
重
厚
な
調
べ
は
、阪
本
小
学
校
の

歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
見
事
に
飾
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
、子
ど
も
た
ち
は
、中
央
小

学
校
・
幼
稚
園
の
あ
ゆ
み
や
、20
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
感
謝
の
気
持
ち
を「
よ
ろ
こ
び
の

こ
と
ば
」や
歌
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

屋
上
校
庭
で
は
、音
楽
に
合
わ
せ
、園
児

が
今
日
の
喜
び
を
体
い
っ
ぱ
い
に
表
し
て
元

気
よ
く
踊
り
ま
し
た
。ま
た
全
学
年
の
児

童
で
披
露
し
た
一
輪
車
の
演
技
は
、高
度
な

技
術
を
次
々
と
繰
り
出
し
、気
持
ち
を
一つ

に
し
た
感
動
的
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

し
も
む
ら
は
く
ぶ
ん

中央小学校開校２０周年 中央幼稚園開園２０周年

阪本小学校開校１４０周年 阪本幼稚園開園１１８周年

有馬小学校開校１４０周年 有馬幼稚園開園６８周年

１０月１２日挙行

１１月９日挙行

１０月２６日挙行

http://www.city.chuo.lg.jp/kos//

童技

０周年 中央幼稚園開園２０周年
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史
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つ
な
が
る
「
防
災
教
育
」
と
国
語
力
を
磨
く
「
神
戸
ま
と
め
の
達
人
運
動
」

　

平
成
25
年
10
月
30
日
、31
日
の
両
日
、教
育
委
員
会
と
区
立
小
中
学
校
の
代
表
校
長
先
生
と
で
兵
庫
県
神
戸
市
を
訪
れ
、本
庄
小
学

校
で「
防
災
教
育
」を
、西
神
中
学
校
で「
神
戸
ま
と
め
の
達
人
運
動
」の
授
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

防
災
教
育
で
は
、「
生
き
る
力
を
育
む
防
災
教
育
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
体
験
を
素
材
と
し
て
人
と
人
と
の
絆

を
考
え
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
心
に
届
く
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。中
学
校
で
の「
神
戸
ま
と
め
の
達
人
運
動
」で
は
、新
聞
の
コ
ラ

ム
を
使
い
、短
時
間
で
読
み
込
み
、考
え
を
ま
と
め
、短
文
を
仕
上
げ
る
と
い
っ
た
集
中
力
の
高
い
国
語
の
学
習
を
視
察
し
ま
し
た
。

の
学
習
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
に
伺
っ
た
本
庄
小
学
校
で
は
校
舎
全
壊
、
学
区

域
に
走
る
阪
神
高
速
道
路
の
倒
壊
を
は
じ
め
、
多
く
の

建
築
物
の
全
半
壊
を
経
験
し
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
１9
年
、
街
の
再
建
へ
向
け
て
地
域
と
学
校

が
共
に
防
災
に
つい
て
考
え
歩
ん
で
き
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
こ
神
戸
市
で
は
、
命
の
尊
さ
・
家
族
の
絆
や
助

け
合
い
の
大
切
さ
を
考
え
伝
え
る
な
ど
、
未
来
に
向
か
っ

て
力
強
く
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
図
って
い

ま
す
。
さ
ら
に
自
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
え

る
子
ど
も
た
ち
へ
と
「
防
災
教
育
の
実
践
的
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
戸
市
独
自
の
防
災
教
育
副
読

本
「
幸
せ
運
ぼ
う
」
は
３
部
に
分
割
さ
れ
市
内
全
児
童
・

生
徒
に
配
布
し
、
学
活
・
道
徳
を
は
じ
め
教
科
で
も

取
り
扱
え
る
内
容
と
な
って
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
す

で
に
児
童
・
生
徒
は
震
災
を
知
ら
ず
、
教
職
員
の一
部

に
は
そ
の
記
憶
の
薄
い
人
も
存
在
し
、
今
後
継
承
し
て

い
く
た
め
に
教
材
化
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
整
備
す
る
こ
と
で
い

つ
の
子
ど
も
た
ち
も
同
様
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
市
民

全
体
の
防
災
意
識
と
実
践
力
の
定
着
・
向
上
に
繋
が
る

こ
と
は
大
い
に
参
考
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
施

設
・
設
備
に
つ
い
て
も
、
本
校
同
様
の
敷
地
内
小
中
隣

接
校
と
し
て
震
災
に
よ
る
様
々
な
事
態
に
備
え
た
準
備

が
な
さ
れ
、
学
校
防
災
マニュア
ル
も
体
験
を
踏
ま
え
た

現
実
的
・
実
践
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
防
災
マニュ

ア
ル
の
見
直
し
に
対
す
る
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
西
神
中
学
校
で
は
、「
ま
と
め
の
達
人
」
の
授
業

を
参
観
し
ま
し
た
。「
言
語
力
」
は
全
教
科
に
共
通
す

る
学
習
の
基
盤
で
あ
り
、
理
解
・
発
展
への
大
切
な
ツ
ー

ル
で
も
あ
り
ま
す
。
疑
問
を
持
ち・
考
え・
意
見
を
持
ち
、

表
現
す
る
力
は
今
後
の
社
会
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
資
質
で
す
。
毎
朝
15
分
学
習
を
位
置
づ
け
、
身
近

な
疑
問
か
ら
新
聞
の
コ
ラ
ム
記
事
（
1
0
0
0
字
程
度
）

な
ど
に
対
す
る
意
見
を
、
決
め
ら
れ
た
筋
道
に
従
っ
て

2
0
0
字
程
度
で
ま
と
め
る
取
り
組
み
は
、
中
学
２
年

生
の
11
月
段
階
と
し
て
は
高
い
定
着
度
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
実
践
の
た
め
に
特
別
に
配
置
さ
れ
た
指
導
教
員
の
添

削
指
導
は
十
分
に
機
能
し
て
お
り
、
他
の
教
職
員
に
対

し
て
指
導
の
方
向
性
と
範
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

言
語
活
動
の
充
実
の
基
礎
で
あ
る
「
書
く
力
」
の
育
成

は
本
校
で
も
更
に
課
題
意
識
を
高
く
持
ち
様
々
な
形
で

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
区
立
佃
中
学
校
長　

加
藤
譲
司
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今
か
ら
十
九
年
前
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
、
校
舎
が
全
壊
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本

庄
小
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
六
年
生
の
道
徳
授
業
を
参
観
し
、
そ
の

後
、
神
戸
市
や
本
庄
小
学
校
の
防
災
教
育
の
取
組
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

○
道
徳
授
業
に
つい
て

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
か
ら
何
を
連
想
す
る
か

と
い
う
問
い
か
け
で
授
業
が
始
ま
り
、
震
災
直
後
の
神

戸
の
街
に
全
国
か
ら
救
援
物
資
を
運
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
姿
を
資
料
や
映
像
で
伝
え
、
感
じ
た
こ
と
の
発
表
へ

と
展
開
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
困
って
い
る
人

を
見
捨
て
ら
れ
な
い
、
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
街
を
取

り
返
し
た
い
」
な
ど
、
自
分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
と
述
べ

て
い
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
偶
然
に
も
、
担

任
の
先
生
は
震
災
当
時
、
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
六
年

生
で
し
た
の
で
、
授
業
に
も
気
迫
の
よ
う
な
も
の
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

○
神
戸
市
・
本
庄
小
の
防
災
教
育
に
つい
て

　

神
戸
市
の
防
災
教
育
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と

い
う
未
曾
有
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
い
く
過
程
で
学
ん

だ
教
訓
を
学
校
教
育
の
中
で
生
か
し
、
未
来
に
向
か
っ

て
力
強
く
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
教
職
員
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
副
読

本
や
教
材
、
各
教
科
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
防
災
教
育
マ

ニュア
ル
等
々
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
防
災
教

育
の
視
点
の一つ
で
あ
る
「
思
い
の
共
有
化
」（
震
災
を

体
験
し
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
相
手
に
寄
り
添
い
、

震
災
の
痛
み
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
）
と
い
う
言
葉
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

◇
視
察
を
終
え
て
ふ
と
、
二
年
前
に
訪
れ
た
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
石
巻
の
小
学
校
の
校
長
先
生
の
言
葉

が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
私
た
ち

の
こ
と
を
想
って
い
て
く
れ
る
だ
け
で
う
れ
し
い
で
す
。」

常
盤
小
学
校
長　

齋
藤　

優

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
東
日
本
大

震
災
を
素
材
に
「
生
き
る
力
」
を
学
ぶ
児
童
た

ち
（
本
庄
小
学
校
：
防
災
教
育
）

今
か
ら
十
九
年
前
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
見
捨
て
ら
れ
な
い
、
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ

神
戸
市
及
び
本
庄
小
学
校
の
防
災
教
育
に
つ
い
て

ム
を
使
い
、短
時
間
で
読
み
込
み
、考
え
を
ま
と
め
、短
文
を
仕
上
げ
る
と
い
っ
た
集
中
力
の
高
い
国
語
の

ム
を
使
い
、短
時
間
で
読
み
込
み
、考
え
を
ま
と
め
、短
文
を
仕
上
げ
る
と
い
っ
た
集
中
力
の
高
い
国
語
の

視
察
に
伺
っ
た
本
庄
小
学
校
で
は
校
舎
全
壊
、
学
区

で
に
児
童
・
生
徒
は
震
災
を
知
ら
ず
、
教

兵
庫
県
神
戸
市
立
学
校
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ

授
業
を
行
っ
た
教
諭
を
交
え
て
の
話
し
合
い

で
授
業
の
感
想
を
発
言
す
る
松
川
教
育
委
員

長
（
本
庄
小
学
校
：
防
災
教
育
）

防
災
に
配
慮
し
た
校
舎
の
建
替
え
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
参
加
者
（
本
庄
小
学
校
：
防

災
教
育
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
時
刻
に
止
ま
っ
た
時

計
を
見
た
後
、
そ
の
他
の
資
料
を
真
剣
に
見
つ

め
る
教
育
委
員
（
本
庄
小
学
校
：
防
災
教
育
）

授
業
を
行
っ
た
教
諭
か
ら
、
取
り
組
み
の
成

果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
参
加
者
（
西
神

中
学
校
：
神
戸
ま
と
め
の
達
人
運
動
）

授
業
で
生
徒
た
ち
と
と
も
に
教
諭
の
説
明
を

聞
く
参
加
者
（
西
神
中
学
校
：
神
戸
ま
と
め

の
達
人
運
動
）

教
育
委
員
会 

神
戸
市
学
校
教
育
を
視
察

ほ
ん
じ
ょ
う

せ
い
し
ん

さ
い

と
う

ま
さ
る

か

と
う

じ

じ
ょ
う
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◆中央小学校・中央幼稚園周年記念式典（平成２５年１０月１２日）
◆区民スポーツの日（平成２５年１０月１４日）＊月島運動場ほか
◆子どもフェスティバル（平成２５年１０月２０日）
　＊総合スポーツセンターほか
◆第１０回定例会および研修会（平成２５年１０月２３日）
◆阪本小学校・阪本幼稚園周年記念式典（平成２５年１０月２６日）
◆教育委員会管外視察（平成２５年１０月３０日・３１日）＊神戸市
◆日本橋小学校研究発表会（平成２５年１１月１日）
◆各種功労者表彰式（平成２５年１１月３日）＊銀座ブロッサム
◆第１１回定例会および研修会（平成２５年１１月６日）
◆有馬小学校・有馬幼稚園周年記念式典（平成２５年１１月９日）
◆久松小学校研究発表会（平成２５年１１月１５日）
◆まちかど教育委員会（平成２５年１１月２０日）　＊晴海中学校
◆還暦の集い（平成２５年１１月２３日）＊銀座ブロッサム

◆教育会研究発表会・小学校（平成２５年１２月４日）
　＊日本橋小学校
◆第１２回定例会および研修会（平成２５年１２月１１日）
◆仕事始め式（平成２６年１月６日）
◆第１回定例会および研修会（平成２６年１月８日）
◆新成人のつどい（平成２６年１月１３日）
　＊ロイヤルパークホテル
◆ＰＴＡ連合会新年賀詞交歓会（平成２６年１月２０日）
　＊銀座ブロッサム
◆教育会研究発表会・中学校（平成２６年１月２２日）
　＊教育センター
◆教育会研究発表会・幼稚園（平成２６年１月２９日）
　＊教育センター
◆日本橋中学校研究発表会（平成２６年１月３１日）

教育委員の主な活動状況

　毎年、桜の咲く時期に区民の皆さんに開放している柏学園は、中央区から電車で約１時間、豊かな自然に囲
まれた校外学園です。
　４月を迎えると、柏学園の庭では、暖かな陽気に誘われ草木が芽吹き、花を咲かせ始めます。
　春いっぱいの柏学園へ、皆さんご一緒にお越しください。

４月上旬の土曜日・日曜日を予定。（開花状況により変更する場合があります。）
詳細は、広報紙「区のおしらせ 中央」（３月２１日号）および区ホームページにて改めてお知らせします。

●ＪＲ柏駅東口下車、徒歩２５分
●阪東バス「戸張」行「柏学園前」
　下車徒歩５分
　または「大津ヶ丘団地」行「第五小学校」
　下車徒歩１０分
　※ご来園の際は、公共交通機関を
　　ご利用ください。

日　時

会　場

交通
機関

中央区立柏学園

問合せ先 学務課保健給食係 ☎（３５４６）５５１５

柏郵便局

そごう

柏
市役所

柏公園

丸井
東口

駅入口
バス停

高
島
屋

国道
6号
線

柏駅

JR
常磐
線

長
全
寺

日
本
橋
学
館
大
学

中
央
区
立
柏
学
園〒

至千葉至船橋

東
武
線

至野田

コンビニ

デニーズ

第五小学校
　バス停

柏五小

中古車店

パン屋 至戸張

柏学園前バス停

至水戸

至上野

卍

国
道
16
号
線

文

案内図

毎年、桜の咲く時期に区民の皆さんに開放している柏学園は、中央区から電車で約１時間、豊かな自然に囲
まれた校外学園です。

「あふれる自然に春の訪れ」　柏学園を開放！「あふれる自然に春の訪れ」　柏学園を開放！「あふれる自然に春の訪れ」　柏学園を開放！教
育
委
員
長
を
紹
介
し
ま
す

〜
教
育
委
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
〜

　

平
成
２５
年
１０
月
１
日
（
火
）、
教
育
委
員
長
に
松
川
昭
義
委
員
が
、
委
員
長
職
務
代

理
者
に
は
鈴
木
ゆ
か
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１１
月
３０
日
（
土
）
を
も
って
任

期
満
了
に
よ
り
永
嶋
久
子
委
員
が
退
任
し
、
中
央
区
議
会
の
任
命
同
意
の
下
、
１２
月
１

日
（
日
）
付
け
で
窪
木
登
志
子
さ
ん
が
区
長
か
ら
新
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
川
新
委
員
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

十
月
か
ら
教
育
委
員
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
松
川
昭
義
で
す
。
教
育
委
員
と

し
て
は
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
石
小
学
校
、
中
央
小
学
校
改
築
反
対
運
動
の
洗
礼
を
受
け
て
の
委
員
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
柏
学
園
の
土
壌
汚
染
処
理
で
の
対
応
、
給
食

で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
―
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
、
そ
し
て
い
つ
も
問
題
と
な

る
い
じ
め
を
ど
う
事
前
に
見
つ
け
て
い
く
か
等
、
ち
ょっ
と
振
り
返
って
み
て
も
様
々

な
事
柄
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
し
か

も
晴
海
地
区
に
は
選
手
村
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
中
央
区
で
も
そ
の
準
備
が

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
国
際
理
解
教
育
の一
環
と
し

て
の
取
り
組
み
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
長
と
し
て
今
後
の
公
教
育
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
皆
様
方
の
お
知

恵
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
長　

松
川
昭
義

ま
つ

か
わ

あ
き

よ
し

　平成２５年１１月２０日（水）、教育委員と学校評議
員等学校関係者との意見交換会（まちかど教育委
員会）を開催しました。今回は晴海中学校の皆さま
との対談でした。
　出席者紹介の後、意見交換が始まりました。教育
委員からは「晴海中学校が特色ある教育活動の中
で取り組んでいる、モーニングタイムの３つの学習活
動の実施状況や成果はどうでしょうか。」「晴海総合
高校とどのような交流を行っていますか。」などの質問
がありました。また、学校関係者からは「スマートフォ
ンや携帯電話などが普及して、その使用によって子
どもたちが様々なトラブルに巻き込まれることがありま
す。使い方を間違わなければ便利な道具なので、学
校教育の中でも定期的に使用方法やルールなどを指
導してほしい。」「晴海は新しいまちで、オリンピックの
東京開催が決まって増々人口が増えていきます。多
様な価値観を持った人が集まって地域が成り立ってい

るので、そうした違いを踏まえた学校経営が求められ
ています。」「開発が進んで、交通事情も変化してい
るので、子どもが事故に巻き込まれないように配慮が
必要です。」などの意見がありました。晴海地域の特
性に応じた教育環境などについて、予定時間をオー
バーするほど活発な意見交換が行われました。

第9回まちかど教育委員会開催第9回まちかど教育委員会開催第9回まちかど教育委員会開催見て、聞いて
、
感じる

…

育
中
活
合
問
ォ
子
ま
学
指

性に応じた教育環境などについて、予定時
バーするほど活発な意見交換が行われました

現場に来て、
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中
央
区
に
住
ん
で
15
年
以
上
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
、
中
央
区
の
人
権
擁
護
委
員
や

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会
お
よ

び
審
査
会
委
員
、
感
染
症
の
診
査
に
関
す

る
協
議
会
委
員
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

前
は
横
浜
市
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

中
央
区
は
、
川
や
運
河
に
囲
ま
れ
、
江
戸

文
化
の
香
り
が
色
濃
く
残
る一
方
で
、
日
本

橋
、
銀
座
と
いっ
た
商
業
街
も
あ
り
ま
す
。

散
歩
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。

　

お
て
ん
ば
で
し
た
ね
ぇ
。
ほ
と
ん
ど
毎
日

放
課
後
は
缶
蹴
り
集
合
を
か
け
て
遊
ん
で
い

ま
し
た
（
笑
）。

　

そ
れ
と
少
し
お
せ
っ
か
い
な
タ
イ
プ
だ
っ
た

か
も
。
小
学
校
の
算
数
で
は
先
生
に
勧
め
ら

れ
て
、
友
達
に
「
そ
う
そ
こ
。
そ
こ
を
ど
う

考
え
る
？
」
な
ん
て
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
み
た

ら
、
友
達
が
解
け
た
。
こ
れ
が
嬉
し
い
も
の

で
し
た
ね
。
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
の
原

始
体
験
か
も
（
笑
）。

　

そ
の
後
、
小
学
校
高
学
年
で
転
校
し
た

と
き
、
友
達
に 〝
転
校
生
扱
い
〞
を
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
転
校
先
の
別
の
友
達

が
親
切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
学
で
は
、
周
囲
に
優
秀
、
要
領
の
良
い

人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
素
直
に
感
心
し
て
ば

か
り
で
し
た
。

　

楽
し
い
思
い
出
も
、
辛
い
出
来
事
も
、
振

り
返
る
と
全
部
有
意
義
な
経
験
で
す
。
自

分
で
言
う
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
し
た
経
験
か
ら
、
近
く
に
い
る
人
の
と
ま

ど
い
や
痛
み
が
す
ー
っ
と
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
い
つ
も
先
生
方
に
温
か
く
見
守
ら

れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

そ
れ
で
自
分
が
考
え
て
こ
れ
は
い
い
だ
ろ
う

と
思
え
ば
行
動
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

　

高
校
生
の
頃
の
夢
は
、
実
は
、
教
師
に
な

る
こ
と
で
し
た
。
数
学
の
先
生
が
ユニ
ー
ク
な

方
で
、
ご
自
分
の
分
野
へ
の
理
解
が
深
く
、

他
者
に
伝
え
る
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
に
長
け

た
方
で
し
た
。
先
生
と
同
じ
〝
数
学
の
世
界
〞

に
行
っ
た
ら
楽
し
そ
う
だ
と
感
じ
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
、「
こ
の
人
の
世
界
っ
て
何
だ

か
楽
し
そ
う
」
と
思
わ
れ
る
大
人
は
素
敵
で

す
よ
ね
。

　

教
育
と
は
、結
局
の
と
こ
ろ
、「
次
代
を
よ
ろ

し
く
頼
み
ま
す
」と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
って
は
、
生
き
て
い
く
た
め

に
受
け
る
べ
き
権
利
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ま
ず

心
身
が
健
康
で
、
自
分
も
他
者
も
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
潜
在
意
識
に

ま
で
浸
透
し
て
い
て
、
そ
し
て
他
者
と
協
力

し
て
生
き
て
い
く
力
を
培
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
自
分
も
、あ
ら
た
め
て
思
う
こ
と
で
す
。

　

教
育
委
員
と
し
て
は
、
主
と
し
て
学
校
教

育
に
つい
て
関
与
し
ま
す
が
、『
私
に
何
が
で

き
る
だ
ろ
う
？
』
と
自
問
し
ま
す
と
、
ど
の

よ
う
な
場
面
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
が
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。
制
度

が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
時
期
に
な
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
よ
り
良
い
も
の
を

目
指
し
て
、課
題
に
つい
て一緒
に
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョン
を
重
ね
な
が
ら
、
進
め
た
い
で
す
ね
。

　

も
ち
ろ
ん
、現
場
に
い
る
方
、子
ど
も
た
ち
、

先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の
方
々
が

課
題
を
い
ち
ば
ん
直
接
的
に
感
じ
て
お
ら
れ
、

ご
存
知
で
す
か
ら
、
ま
た
教
育
委
員
会
事
務

局
の
方
々
は
経
験
と
知
識
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
な
が

ら
、
進
ん
で
行
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

新教育委員　窪木登志子さん
くぼ き と し こ

弁護士（窪木法律事務所）、中央大学法科大学院客員
教授。東京都中央区の委員、東京家庭裁判所調停委員、
日本弁護士連合会監事など、各種委員多数。リスクマネ
ジメント他多方面にわたる相談、文書作成、講演などで活
躍中。2013 年 12月1日から中央区教育委員に就任。

教
育
委
員
コ
ラ
ム
リ
レ
ー
1

プロフィール

　

私
は
長
い
間
、
企
業
し
か
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
教
育
委
員
の
活
動
は
初
め
て
の

経
験
が
多
く
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
教

育
と
は
、
人
間
の
営
み
の
も
っ
と
も
重
要
な

仕
事
だ
と
実
感
し
た
8
年
間
で
し
た
。
ま

た
、
自
分
た
ち
の
生
活
す
べ
て
の
こ
と
が
、

「
区
」
と
い
う
行
政
に
綿
密
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
も
、
新
鮮
な
驚
き
で
し
た
ね
。

　

全
国
的
に「
い
じ
め
」
が
社
会
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
事
件
が
起
き
る
た
び
、
教
育
委

員
会
で
も
話
し
合
い
ま
し
た
。中
央
区
で
も
、

ま
っ
た
く
い
じ
め
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
じ
め
を
な
く
す
に
は
、
と
に
か
く
い

じ
め
の「
芽
」を
見
つ
け
、「
摘
む
」こ
と
で
す
。

早
く
見
つ
け
、
対
処
す
る
こ
と
。
ど
ん
な
こ

と
が
あ
ろ
う
と
、
い
じ
め
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
子
ど
も
を
つ
く
ら
な
い
教
育
が
重

要
で
す
。

　

日
本
と
い
う
国
が
、
独
自
で
成
り
立
つ
時

代
は
と
っ
く
の
昔
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。「
世

界
の
中
の
日
本
」
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持

ち
な
が
ら
も
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
る

寛
容
さ
、
そ
し
て
広
い
視
野
が
必
要
で
す
。

そ
う
い
う
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
こ
そ
が
、

い
じ
め
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。
多
く
の
学
校

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
歴

史
と
伝
統
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
区
に
は
、
創
立

1
0
0
年
を
超
え
る
小
学
校
や
幼
稚
園
が

あ
り
ま
す
し
、
児
童
か
ら
見
れ
ば
、
ひ
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
ほ
ど
の
年
代
の
方
が
、
地
域
の

力
と
し
て
学
校
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ

た
文
化
を
、
中
央
区
の
子
ど
も
た
ち
は
目

の
当
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ

し
て
6
年
後
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
中
央
区
は
そ
の
中
心
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
多
様
な
価
値
観
が
中
央

区
に
集
結
す
る
の
で
す
。

　

校
長
先
生
は
じ
め
先
生
方
は
、
問
題
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
に
必
死
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
個
人

と
し
て
は
、
問
題
が
起
き
た
と
き
に
、
そ
れ

を
直
視
し
解
決
で
き
る
能
力
の
あ
る
学
校

や
先
生
を
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
重
要

な
の
は
問
題
解
決
力
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
中
央
区
と
い
う
豊
か

な
環
境
で
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の

念
を
忘
れ
ず
、
孤
立
し
な
い
自
立
心
と
広
い

視
野
を
失
わ
な
い
国
際
社
会
の一員
と
し
て
、

真
の
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
持
っ
た
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

前教育委員　永嶋久子さん
なが しま ひさ こ

1959年、資生堂福岡販売㈱入社。同社初の海外派遣美
容部員となり、世界34カ国に及ぶ資生堂の海外進出の立
上げ業務に携わる。’97年から’09年まで資生堂美容技術
専門学校の校長を務める。2005年12月1日に中央区教育
委員に就任。2013年11月30日、任期満了により退任。
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8
年
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
す
か
。

一
番
心
に
残
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

そ
の
た
め
に
は

ど
ん
な
教
育
が
必
要
で
し
ょ
う
。

最
後
に
中
央
区
の
先
生
や

子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と

多
様
な
価
値
観
を
養
う
の
に
、

中
央
区
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
ね
。

窪
木
委
員
と
中
央
区
の
〝
ご
縁
〞
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

窪
木
委
員
は
ど
ん
な
子
ど
も
で
し
た
か
。

教
育
委
員
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と

多
様
な
価
値
観
で
、
未
来
を
生
き
る

次
代
を
託
す
人
づ
く
り

かがやき131_P02_11.indd   8-9 14/02/12   13:10
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教
員
特
別
研
修
と
は
、
中
央
区
立
学
校
に

お
け
る
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
教

科
指
導
に
優
れ
た
指
導
技
術
と
高
い
専
門
知
識

を
も
つ
教
員
を
講
師
と
し
て
招
き
、
示
範
授
業

や
授
業
への
指
導
助
言
を
行
な
って
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
教
員
の
授
業
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
研
修
で
す
。

　

今
年
度
は
、
二
年
前
に
も
御
指
導
い
た
だ
い

た
、
秋
田
県
の
算
数
・
数
学
担
当
「
教
育
専

門
監
」
で
も
あ
る
、
潟
上
市
立
天
王
小
学
校

椎
名
美
穂
子
先
生
を
お
招
き
し
て
、
十
一
月
二

八
日
は
京
橋
築
地
小
学
校
、
二
九
日
は
泰
明
小

学
校
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

椎
名
先
生
に
は
、
両
日
と
も
、
各
校
の
六
年

生
児
童
を
対
象
に
し
た
算
数
の
示
範
授
業
と
、

「
わ
か
る
！
で
き
る
！
子
ど
も
が
輝
く
授
業
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
区
内
小
中
学
校
・
幼
稚
園
の

教
員
や
講
師
は
、
二
日
間
で
一五
〇
人
以
上
に

の
ぼ
り
、
目
指
す
べ
き
授
業
の
在
り
方
に
つい
て

研
修
を
深
め
ま
し
た
。

　　

参
観
し
た
先
生
方
が
目
の
当
た
り
に
し
た
の

は
、
椎
名
先
生
の
巧
み
な
言
葉
掛
け
や
緻
密
に

計
算
さ
れ
た
仕
掛
け
に
よ
り
、
た
っ
た一時
間
の

中
で
ど
ん
ど
ん
変
容
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

姿
で
し
た
。

　

椎
名
先
生
は
「
反
比
例
の
グ
ラ
フ
っ
て
ど
う

な
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
ま
す
。

挙
手
し
た
児
童
は
、
指
を
使
っ
て
こ
ん
な
感
じ

と
答
え
ま
す
。
す
か
さ
ず
先
生
は
「
じ
ゃ
あ
、

前
に
出
て
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。」「
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。」
先
生
は
、
な
ぜ
そ
う
思
う
の

か
根
拠
を
尋
ね
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
に
理
由
を
考
え
、
一
生
懸
命
説
明
し
よ

う
と
努
力
し
ま
す
。

　
「
人
は
忘
れ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
ノ
ー
ト
が

あ
る
の
で
す
よ
。
ノ
ー
ト
は
ね
、
第
二
の
脳
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。」
さ
ら
に
「
先
生
が
こ

れ
か
ら
黒
板
に
書
く
か
ら
、
ど
っ
ち
が
速
く
書

け
る
か
競
争
ね
。」
椎
名
先
生
は
こ
れ
を
何
回

も
繰
り
返
し
ま
す
。
授
業
の
後
半
に
は
、
先

生
が
何
も
言
わ
な
く
て
も
、
子
ど
も
た
ち
は
自

ら
進
ん
で
ノ
ー
ト
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
「
間
違
え
る
こ
と
は
恥
ず
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
間
違
う
か
ら
違
う
っ
て
い

う
こ
と
に
気
付
く
の
で
す
。」「
考
え
て
い
る
こ

と
自
体
が
と
っ
て
も
大
切
な
の
で
す
よ
。
一生
懸

命
考
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
な
ど
の
言

葉
掛
け
で
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
続
け
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
で
授

業
の
要
点
を
ま
と
め
さ
せ
、
そ
れ
を
黒
板
に
書

き
、「
こ
れ
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
書
い
て
な
い
。

み
ん
な
の
宝
物
で
す
。
き
っ
と
、
中
学
に
入
っ
て

か
ら
、
反
比
例
の
グ
ラ
フ
を
定
規
で
書
く
人
は一

人
も
い
な
い
は
ず
で
す
。」
と
結
び
ま
す
。
椎

名
先
生
の
魔
法
に
か
か
って
い
く
子
ど
も
た
ち
の

顔
は
、
ず
っ
と
笑
顔
で
し
た
。

　

椎
名
先
生
は
先
生
方
の
質
疑
に
丁
寧
に
答

え
た
後
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
言
葉
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
。「
教
師
が
分
っ
て
い
る
こ
と
を
い
く

ら
伝
え
て
も
、
子
ど
も
が
実
感
し
な
け
れ
ば
定

着
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
獲
得
し

た
こ
と
は
自
分
で
語
れ
ま
す
。
教
師
は
こ
れ
を

さ
せ
る
た
め
教
材
研
究
す
べ
き
で
す
。」「
私
が

い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
の
着
想
を

大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。」「
子
ど
も
に

と
っ
て
分
ら
な
い
こ
と
は
辛
い
。
だ
か
ら
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
励
ま
し
て
あ
げ
た

い
。」
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
に
満
ち
た

お
話
で
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、「
中
央
区
の
子
ど
も
た

ち
は
、
と
て
も
素
直
で
優
秀
で
、
た
く
さ
ん
の

引
き
出
し
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
引
き
出
し

を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
引
け
る
よ
う
、
授
業
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
先
生
方
は
、「
子
ど
も
が

輝
く
授
業
」
へ
の
思
い
を
一
層
強
く
し
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

子どもが輝く授業の追究

示範授業の様子（京橋築地小学校）

講演の様子（泰明小学校）

11月28日（木）・29日（金）

中央区教員中央区教員
特別研修会特別研修会
中央区教員
特別研修会

示

範

授

業

〜
魔魔
法法
に
かか
かか
る
子子
ど
も
ど
も
た
ち
た
ち
〜〜

〜
魔
法
に
か
か
る
子
ど
も
た
ち
〜

教教
員員
特特
別
特
別
研
修
研
修
とと
は

教
員
特
別
研
修
と
は

講

演
〜
先先
生生
方
生
方
も
魔
も
魔
法法
に
かか
か
りり
ま
しし
たた
〜

〜
先
生
方
も
魔
法
に
か
か
り
ま
し
た
〜

し
い
な

み

ほ

こ

　中央区地域家庭教育推進協議会では、地域全体で子育て活動を支援するために、学校・幼稚園ＰＴＡや子
育てサークル等と共催し、子育てに関する講演や体験講座などの家庭教育学習会を行っています。学習会の情報
は本誌のほか、「区のおしらせ中央」や学校等を通じて配布する「家庭教育学習会のおしらせ」にも掲載します。
　子育て中の方をはじめ、地域での子育てに関心のある方の参加を広くお待ちしています。

地域全体で子育て活動を支援するために、学校・幼稚園ＰＴＡや子

～家庭教育学習会のお知らせ～

申込・問合せ先 中央区地域家庭教育推進協議会（事務局 文化・生涯学習課内） ☎（３５４６）５５２６

日時

2月8日（土）
午前10時30分
～正午

共催団体

後援
中央区PTA連合会

テーマ・ 講師 費用

無料

会場 ・ 対象 ・ 定員

銀座中学校　体育館
募集100名、家庭教育に関心のある方
※1月14日～（先着順）

「子育て経験と
大切にしてきたこと…」
講師　早見優（タレント）

2月15日（土）
午前11時
～正午

月三小親子コンサート
実行委員会無料

月島第三小学校　ランチルーム
募集10組、親子（乳児～小学生のお子さん
と保護者） ※1月14日～2月7日（先着順）

「月三小親子チェンバロコンサート」
講師　斉藤はる奈（チェンバロ奏者）

2月22日（土）
午前10時30分
～正午

有馬小学校PTA無料
有馬小学校　体育館
募集50名、親子（幼稚園、小学生のお子さん
と保護者） ※1月14日～2月8日（先着順）

「見えないってどんな事？
盲導犬と歩く人生」
講師　天野亨（テノール歌手）

2月28日（金）
午後2時
～4時30分 無料

月島区民センター　1階会議室
募集30名、主に幼児～中学生の保護者
※2月3日～21日（先着順）、2歳6ヶ月以上の
未就学児の託児有（申込制）

子育てキャンパス発達障害コース
「発達障害の理解と家庭教育
～保護者の視点から～」
講師　小貫悟（明星大学准教授）
　　　堀口廣司（東京YMCA副総主事）

̶

　中央区地域家庭教育推推進協議会では、

子育て中のみなさんを
応援します！

「平成25年度ＰＴＡ活動振興功労者表彰」を
月島第一小学校・幼稚園前ＰＴＡ会長 矢子達哉氏が受賞！！！

「平成25年度ＰＴＡ活動振興功労者表彰」を
月島第一小学校・幼稚園前ＰＴＡ会長 矢子達哉氏が受賞！！！会長 矢子達哉氏が受賞！！！会長 矢子達哉氏が受賞！！！会長 矢子達哉氏が受賞！！！

左から区長、矢子前会長、教育長

左から森田中央区ＰＴＡ連合会会長、
三木月島第一小学校長、小川副校長、伊藤前校長、
矢子前会長、長谷川前園長、山口会長、上竹園長

　平成 25 年 11 月 19日（火）、ＰＴＡ活動の振興に顕著な功績のある者
を文部科学大臣が表彰する「ＰＴＡ活動振興功労者表彰」授賞式が、
ホテルニューオータニで執り行われました。この全国表彰を中央区立月島
第一小学校・幼稚園前ＰＴＡ会長である矢子達哉さんが受賞されました。
　父親のＰＴＡ役員への参加促進や「おやじの会」の拡大・発展など
のＰＴＡ組織の整備・運営等への貢献、地域スポーツクラブの設立やア
スリートの学校派遣事業への協力、交通少年団団長として、子どもたち
への交通に関する安全教育や地区委員としてのさまざま行事での活動な
ど、多方面にわたる活躍が高く評価され、今回の受賞となりました。
　矢子前会長は、「今回の受賞は、会長在任期間中にお世話になった
月島第一小学校の教職員・ＰＴＡ役員・保護者の皆さま、ＰＴＡ運営への
協力や私にたくさんの経験をさせてくださった町会・地区委員の方々、楽
しく３年間お付き合いをしてくれた区内各校（園）ＰＴＡ会長さんたち、たく
さんのわがままにお付き合いくださった教育委員会の職員の皆さまなど、
大勢の方々のご協力を頂いたからこその結果だと思います。今回の受賞
により、人とのつながりを今まで以上に大切に思いました。皆さまありがと
うございました。」と喜びと感謝の言葉を語ってくださいました。
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　平成２５年１１月に、中央区立生涯学習交流館「本の森ちゅうおう」（仮称）の建設工事契約の入札を行
いましたが、工事費の高騰などにより、契約締結ができませんでした。今後もしばらくは工事費の上昇が続く
と見込まれることから、区の財政負担への影響を考慮して、着工を数年間見送ることといたしました。
　新図書館の完成を待ち望まれていた皆様には、大変恐縮に存じますが、御理解の程をお願い申し上げ
ます。
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■スケジュール

中央区立生涯学習交流館「本の森ちゅうおう」（仮称）の
着工延期のお知らせ
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豊海小学校・幼稚園　施設整備コンセプト「自然環境と融合・調和する学びの広場」
～空・海・緑　輝く自然の中で、まちを結ぶ子どもたちの学び舎～
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